
　

7
月
15
日
、
野
田
首
相
の
地
元
で

声
を
上
げ
よ
う
と
、
大
飯
原
発
再
稼

働
に
抗
議
す
る
2
回
目
の
デ
モ
行
進

が
行
わ
れ
、
8
0
0
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ド
ラ
ム
と
ラ
ッ
プ
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
、
「
大
飯
を
止
め
ろ
」
「
原
発
反

対
」
の
声
を
上
げ
な
が
ら
、
西
船
橋

近
隣
公
園
～
J
R
船
橋
駅
～
天
沼
公

園
の
約
4
・
5
キ
ロ
を
行
進
、
沿
道

「
原
発
な
く
せ
」の
声
、声
、声

声
、声
、声
! !

首
相
の
地
元
船
橋

ド
ラ
ム
と
ラ
ッ
プ
で
抗
議
デ
モ

の
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

　

日
本
共
産

党
の
志
位
和

夫
衆
院
議
員

も
参
加
し
、

出
発
前
の
集

会

で
、
「
官

邸
前
の
デ
モ
を
『
大
き
な
音
』
と
言

い
、
『
音
で
は
な
い
』
と
批
判
さ
れ
た

首
相
は
、
『
多
く
の
人
々
の
声
を
受
け

止
め
る
』
と
言
い
直
し
ま
し
た
。
そ

れ
な
ら
『
再
稼
働
は
今
か
ら
で
も
や

め
ろ
』
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

7
月
16
日
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の

大
江
健
三
郎
さ
ん
、
音
楽
家
の
坂
本

龍
一
さ
ん
ら
9
人
が
呼
び
か
け
た
「
さ

よ
う
な
ら
原
発
10
万
人
集
会
」
に
、

全
国
か
ら
17
万
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

炎
天
下
の
一
日
、

「
子
ど
も
た
ち
を
守

ろ
う
」
「
未
来
を
守

ろ
う
」
「
原
発
ゼ
ロ

へ
」
と
声
を
上
げ

る
参
加
者
の
熱
気

で
埋
め
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

7
月
19
日
、
今
年
も
核
兵
器
廃
絶

を
め
ざ
し
、
広
島
・
長
崎
へ
と
全
国

を
行
進
す
る
平

和
行
進
が
船
橋

市
内
を
行
進
し

ま
し
た
。
汗
を

滴
ら
せ
、「
核
兵

器
の
廃
絶
を
！
」

「
原
発
を
な
く

そ
う
」
と
声
を

あ
げ
な
が
ら
歩

き
ま
し
た
。

東
京
代
々
木
公
園

　
　
　
１７
万
人
の
大
集
会

国
民
平
和
大
行
進

▲７・１６さようなら原発集会

▲

15
日
、
船
橋
の
デ
モ　

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
提
供

▲

19
日
、
薬
円
台
公
園
そ
ば

　

を
行
進
中
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「
想
定
外
」は
ゆ
る
さ
れ
な
い

　
　
　
　
　

 

万
全
の
津
波
対
策
を

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、

今
年
の
4
月
25
日
に
千
葉
県
は
「
津

波
浸
水
予
測
図
」
を
公
表
し
ま
し

た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
の
県
の

想
定
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
防
災
計

画
を
船
橋
市
が
策
定
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
実
態

が
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
、
実
際
の
計
画
に
盛
り
込
む
の

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
予
測
図
」
は
、
東
京
湾
口
10
メ

ー
ト
ル
の
津
波
を
想
定
し
て
い
ま

す
が
、
首
都
直
下
型
な
の
か
海
溝

型
な
の
か
は
不
明
で
、
地
盤
の
沈

下
や
建
物
の
倒
壊
率
な
ど
は
見
当

「
想
定
外
」は
ゆ
る
さ
れ
な
い

　
　
　
　
　

 

万
全
の
津
波
対
策
を

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 中央公民館
（部屋は１Ｆ入口案内板に掲示）

時間 ： 午後１時～４時

8月23日（木）
9月19日（水）

弁護士が
相談を
受けます

無料

ど
ん
な
地
震
な
の
か

　
　
　
　

分
か
ら
な
い

一 
日
も
は
や
く

　
　
　

対
策
の
検
討
を

3
・
11
の
津
波
2
・
4
ｍ
よ
り

　
　

 

低
い
想
定
で
い
い
の
か

つ
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
川
幅
12
・
5
メ
ー
ト
ル
未

満
は
対
象
に
し
て
い
な
い
の
で
、

若
松
団
地
近
く
の
高
瀬
川
な
ど
の

浸
水
被
害
は
予
測
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

今
回
想
定
し
て
い
る
湾
口
10
メ
ー

ト
ル
の
津
波
は
、
湾
内
で
は
最
大

3
メ
ー
ト
ル
、
船
橋
市
で
は
2
・

3
メ
ー
ト
ル
で
、
東
日
本
大
震
災

で
実
際
に
起
き
た
2
・
4
メ
ー
ト

ル
の
津
波
よ
り
、
低
い
想
定
で
す
。

　

県
は
、
新
元
禄
地
震
震
源
モ
デ

ル
（
延
宝
地
震
と
元
禄
地
震
の
2

つ
の
地
震
を
基
本
と
し
て
最
新
の

知
見
を
基
に
提
案
さ
れ
た
地
震
震

源
）
に
よ
る
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
東
日
本
大
震

災
で
の
津
波
高
よ
り
も
低
く
、
最

大
、
最
悪
の
場
合
に
備
え
る
数
値

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
て
き
た
3

地
震
（
東
京
湾
北
部
地
震
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
3
、
三
浦
半
島
断

層
帯
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
9
、

千
葉
県
東
方
沖
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

6
・
8
）
以

外

に

も
、
東

海
・
東

南
海
・
南
海
の
3
連
動
地
震
の
規

模
見
直
し
や
、
三
陸
沖
か
ら
房
総

沖
地
震
な
ど
、
最
新
の
科
学
的
知

見
に
基
づ
く
想
定
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

 　

県
の
想
定
が
実
態
に
合
わ
ず
、

市
は
、
内
閣
府
の
中
央
防
災
会
議

の
想
定
が
出
る
の
を
待
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

震
災
か
ら
1
年
以
上
も
た
ち
、

未
だ
に
対
策
が
検
討
で
き
な
い
と

い
う
状
況
は
、
直
ち
に
改
善
す
べ

き
で
す
。
市
民
の
不
安
に
応
え
る

た
め
に
、
市
独
自
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
基
づ
く
「
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
「
地
域
防

災
計
画
」
へ
反
映
さ
せ
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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